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Abstract：In this study, in order to measure the effect of moral education on the desirable development of 
elementary school students, we developed a scale for elementary school students based on moral foundation 
theory. The subjects of the survey were a total of 251 students in the 4th to 6th grades of public elementary 
schools. The results of a factor analysis form a questionnaire survey revealed that a scale of three factors was 
created: compassion , respect for the surroundings , and friendliness of peers . The validity and reliability 
of the scale were confirmed.
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項目 F1 F2 F3
第１因子　思いやり　（α ＝ ０．８３）
８ けがや病気で苦しそうにしている子を見ると，自分まで苦しくなってくる。 ０．８５ －０．１３ －０．１５ 
１ 泣いている子がいたら，なぐさめたくなる。 ０．７８ ０．００ ０．０６ 
３ 人が嫌な思いをしていると自分も悲しい気持ちになる。 ０．７３ ０．０２ －０．０５ 
４ こまっている人を助けたくなる。 ０．５７ ０．１７ ０．１２ 
２７ しょうがなくうそをついたときに，心にモヤモヤした気持ちが残る。 ０．４７ ０．０６ ０．０５ 
７ 低学年のお手伝いをすると，うれしくなる。 ０．４３ ０．１８ ０．０７ 
第２因子　周囲への敬意　（α ＝ ０．７５）
１９ 朝礼などの校長先生の話すことはいつもよく聞くようにしている。 ０．０１ ０．７６ －０．１４ 
２５ 規則正しい生活を送るようにしている。 －０．０８ ０．７２ －０．０５ 
１６ 学級のために，当番の仕事はやりとげようとしている。 ０．０９ ０．５７ ０．０３ 
１２ 遊びのルールを作るときには，みんなが公平に楽しめるようにルールを工夫することが
大切だと思う。
０．１１ ０．５２ ０．００ 
２２ 先生と話すときには，丁寧な言葉を使うなど，礼儀正しくしている。 －０．０１ ０．４９ ０．１１ 
第３因子　仲間への配慮　（α ＝ ０．７５）
２４ 自分がリーダーになったときに，いばってしまうことがあると思う。（※） －０．０３ －０．２０ ０．７１ 
２１ きまりをやぶってしまうことがある。（※） －０．０６ ０．１０ ０．６８ 
６ 自分がされて嫌なことでも，つい友達にしてしまうことがある。（※） －０．０５ ０．１２ ０．６５ 
１７ 学級のみんなで決めたことでも，自分が納得していなければ，守らないことがある。（※） ０．１０ －０．０３ ０．６２ 
因子間相関 F1 F2 F3
F1 － ０．６８ ０．４２ 
F2 － ０．５５ 
F3 －
表５　小学生用道徳性得点と下位尺度得点の基礎統計量
（ｎ） M SD 
道徳性 ２４９ ７９．８２ １３．８４ 
思いやり ２５１ ３２．０６ ７．２４ 
周囲への敬意 ２４９ ２９．０４ ４．７７ 
















































































Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ ｔ値 自由度 
道徳性 ７５．３９ １４．５９ ８４．１５ １１．５７ －５．２６ ２４７ ＊＊
思いやり ２９．４８ ７．９４ ３４．６３ ５．４５ －５．９５ ２１６ ＊＊
周囲への敬意 ２８．２９ ５．３３ ２９．７８ ４．０５ －２．４７ ２２８ ＊
仲間への気遣い １７．６２ ５．４３ １９．７５ ５．１６ －３．１７ ２４７ ＊＊
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Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ 自由度 Ｆ値 多重比較
道徳性 ７８．５１ １６．４８ ７９．１２ １３．２１ ８２．９２ １３．０９ ２，２４６ １．７３ n.s.
思いやり ３０．８８ ７．９５ ３２．１８ ７．３５ ３２．７９ ６．３６ ２，２４６ ０．８５ n.s.
周囲への敬意 ２９．６７ ５．２６ ２８．６７ ４．７０ ２９．６０ ４．５５ ２，２４６ １．２０ n.s.
仲間への気遣い １７．９５ ６．８１ １８．２７ ４．７０ ２０．５３ ５．６６ ２，２４６ ４．０５＊ ６年＞５年＝４年
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